
7 23日付の東京新聞に、月

成果主義賃金制度は正当に

勤務評価されず、働く者の

意欲をなくし、職場のコミ

ュニケーションを破壊する

という警鐘が社説として掲

載されました。ＪＲ東海

に、一昨年新たに導入され

た人事・賃金制度はまさに

その典型です。「苦労した

者が報われる制度」とは名

ばかりで、実際は、学歴重

視・管理者優先の制度であ

り、総人件費の抑制以外の

何ものでもありません。

また、制度の「主要な

柱」として主任レポートが

強要されています。グルー

プによる協力体制で安全確

保がされているにもかかわらず、主任レポート導入により仲間が監視し合い、

人事評価の対象とされたのではたまったものではありません。人間関係は疑心

暗鬼となり、まさに指摘されるように「職場のコミュニケーション」を破壊す

る事態となってしまいます。

私たちは、現行制度を良しとしているわけではありません。人事・賃金制度、

専任社員制度など、現にある制度に反対し見直しを要求します。さらに職場環

境、労働条件改善を要求をします。要求をドシドシあげましょう！

ＪＲ東海労ニュース
現行制度が良いとは限りません！

協約・協定改訂交渉で、要求を解決しよう！協約・協定改訂交渉で、要求を解決しよう！
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